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二
〇
〇
〇
年
三
月
の
台
湾
住
民
に
よ
る
総
統
直
接
選

挙
で
、
野
党
で
あ
る
民
進
党
の
陳
水
扁
候
補
が
当
選

し
、
半
世
紀
以
上
に
及
ぶ
国
民
党
の
単
独
支
配
が
終
結

し
た
。
五
月
に
陳
水
扁
政
権
が
誕
生
し
た
も
の
の
、
国

会
に
相
当
す
る
立
法
院
で
民
進
党
が
少
数
の
議
席
し
か

擁
し
て
い
な
い
現
実
か
ら
、
厳
し
い
政
権
運
営
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
自
明
で
あ
る
。

　
二
〇
〇
四
年
三
月
二
〇
日
に
次
期
総
統
選
挙
が
行
わ

れ
る
。
争
点
と
な
っ
て
い
る
停
滞
気
味
の
対
中
関
係
の

改
善
や
経
済
不
振
に
対
す
る
景
気
対
策
な
ど
を
め
ぐ
っ

て
、
野
党
か
ら
の
突
き
上
げ
は
厳
し
く
、
陳
水
扁
総
統

が
再
選
で
き
る
か
ど
う
か
が
予
測
し
に
く
い
状
況
に
あ

る
。

　
　
台
湾
正
名
運
動
と
住
民
投
票

　
陳
総
統
は
二
〇
〇
二
年
八
月
に
「
一
辺
一
国
」
論

（
中
国
と
台
湾
は
そ
れ
ぞ
れ
が
一
つ
の
国
で
あ
る
と
の

認
識
）
を
発
表
し
た
。
こ
れ
に
は
李
登
輝
前
総
統
が
一

九
九
九
年
七
月
に
表
明
し
た
中
国
と
台
湾
の
関
係
を

「
特
殊
な
国
と
国
の
関
係
」
と
規
定
し
た
「
二
国
論
」

と
の
間
に
一
脈
相
通
ず
る
も
の
が
あ
る
。
台
湾
が
「
中

華
民
国
」
を
称
す
る
現
状
か
ら
脱
却
を
図
ろ
う
と
し
て

い
る
李
前
総
統
は
、
在
任
中
に
六
回
も
わ
た
っ
て
現
行

憲
法
の
改
正
を
手
が
け
た
が
、
今
年
八
月
二
三
日
に
は

「
中
華
民
国
は
す
で
に
存
在
し
な
い
。『
国
号
』
を
台

湾
に
変
え
よ
う
」
と
ま
で
発
言
し
、
国
名
を
変
更
し
て

台
湾
人
に
よ
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
確
立
の
必
要
性

を
訴
え
た
。

　
李
前
総
統
は
、
二
〇
〇
二
年
五
月
一
一
日
に
本
格
的

に
行
っ
た
「
台
湾
正
名
運
動
」
の
拡
大
を
通
じ
て
、
陳

総
統
の
次
期
総
統
選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
連
動
し
て
、

再
選
を
後
押
し
す
る
考
え
を
示
し
た
。
台
湾
で
「
中

国
」
や
「
中
華
」
を
冠
す
る
企
業
や
団
体
が
多
く
存
在

し
て
い
る
が
、
国
際
的
に
も
現
実
と
の
違
和
感
か
ら
そ

れ
を
「
台
湾
」
の
名
称
に
変
更
し
よ
う
と
す
る
の
が
運

動
の
趣
旨
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
台
湾
で
は
「
中
華
民

国
」
の
正
当
性
を
守
る
政
治
的
な
意
味
合
い
で
、
と
く

に
団
体
に
関
し
て
は
「
台
湾
」
を
冠
す
る
こ
と
を
法
律

で
禁
止
し
て
き
た
が
、
運
動
は
台
湾
の
内
部
問
題
に
と

ど
ま
ら
な
か
っ
た
。
今
年
九
月
六
日
に
台
北
で
行
わ
れ

た
一
五
万
人
規
模
の
「
正
名
運
動
」
デ
モ
で
は
、「
台

湾
」
の
名
称
で
国
連
加
盟
を
申
請
す
る
動
き
ま
で
に
拡

大
し
た
。

　
主
催
者
の
「
台
湾
正
名
運
動
聯
盟
」
は
、
二
〇
〇
八

年
の
北
京
五
輪
ま
で
中
国
に
よ
る
台
湾
武
力
侵
攻
が
多

分
起
き
な
い
だ
ろ
う
と
想
定
し
、「
台
湾
正
名
運
動
」

を
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
合
わ
せ
て
結
実
さ
せ
よ
う
と
し

て
い
る
。
こ
の
運
動
に
対
し
、
陳
水
扁
総
統
は
台
湾
独

立
色
の
強
い
「
台
湾
正
名
運
動
」
が
も
た
ら
す
中
台
関

係
の
悪
化
を
懸
念
し
て
お
り
、
現
段
階
で
は
「
中
華
民

国
」
の
名
称
を
放
棄
せ
ず
、
運
動
と
は
一
定
の
距
離
を

置
く
と
い
う
形
で
、
現
状
維
持
姿
勢
の
方
針
を
と
っ
て

い
る
。

　
し
か
し
、
台
湾
外
交
部
は
今
年
九
月
一
日
か
ら
、
パ

ス
ポ
ー
ト
の
表
紙
に
こ
れ
ま
で
の
「
中
華
民
国
」
と
そ

の
英
語
名
の
み
が
記
さ
れ
て
い
た
と
は
別
に
、
英
語
で

「Taiwan

」
と
新
た
に
付
記
し
た
パ
ス
ポ
ー
ト
の
発
行

を
始
め
た
。
中
国
政
府
は
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
陳

水
扁
政
権
に
よ
る
「
漸
進
的
な
独
立
へ
の
動
き
」
と
非

難
し
た
。
中
国
は
さ
ら
に
、
陳
総
統
が
六
月
に
台
湾
北

部
で
計
画
中
の
第
四
原
子
力
発
電
所
の
工
事
続
行
の
是

非
を
め
く
り
、
住
民
投
票
に
決
定
を
委
ね
る
政
治
手
法

に
対
し
て
も
警
戒
を
強
め
て
い
る
。
陳
総
統
は
こ
の
ほ

か
、
米
中
が
反
対
し
て
い
た
台
湾
の
世
界
保
健
機
関

（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
へ
の
参
加
意
思
を
問
う
住
民
投
票
の
実
施

に
つ
い
て
も
検
討
し
た
、
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　
中
国
が
強
く
反
発
し
た
の
は
、
台
湾
が
前
例
を
つ
く

る
と
、
台
湾
独
立
を
問
う
住
民
投
票
に
ま
で
動
き
が
広

が
り
か
ね
な
い
と
み
た
か
ら
で
あ
る
。
実
際
、
陳
政
権

が
七
月
、
立
法
院
に
提
出
し
た
原
発
な
ど
の
是
非
を
問

う
住
民
投
票
法
草
案
に
は
、
台
湾
独
立
を
住
民
投
票
で

問
え
る
と
解
釈
で
き
る
部
分
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
中

台
統
一
志
向
の
野
党
の
反
発
で
表
決
に
至
ら
な
か
っ
た

経
緯
が
あ
る
。

　
住
民
投
票
法
は
継
続
審
議
に
な
っ
て
い
る
が
、
陳
総

統
は
八
月
一
八
日
、「
住
民
投
票
は
人
民
の
基
本
的
権

利
で
あ
り
、
い
か
な
る
政
党
、
国
家
も
こ
れ
を
規
制
す
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る
こ
と
は
で
き
な
い
。
政
府
は
必
ず
住
民
投
票
を
実
施

す
る
」
と
述
べ
た
。
さ
ら
に
九
月
二
八
日
に
一
九
九
六

年
に
総
統
直
接
選
挙
が
実
施
さ
れ
て
か
ら
満
一
〇
年
に

当
る
二
〇
〇
六
年
を
め
ど
に
、
新
憲
法
制
定
を
図
る
意

向
を
初
め
て
表
明
し
、
三
〇
日
に
は
新
憲
法
の
決
定
は

住
民
投
票
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強
調
し
た
。
支

持
率
が
低
迷
し
て
い
る
陳
水
扁
総
統
は
、
政
権
の
浮
揚

策
と
し
て
就
任
時
の
公
約
を
事
実
上
撤
回
す
る
形
で
台

湾
独
立
派
が
求
め
る
住
民
投
票
の
実
施
に
応
じ
た
の
で

あ
る
。
こ
れ
に
対
し
野
党
は
、
民
進
党
が
提
唱
し
て
き

た
「
新
中
間
路
線
」、 

す
な
わ
ち
台
湾
独
立
路
線
と
、
中

国
統
一
路
線
の
矛
盾
を
超
越
し
た
路
線
が
破
綻
し
た
、

と
批
判
し
た
。

　
　
　
経
済
不
振
と
対
中
関
係

　
陳
政
権
へ
の
支
持
率
が
低
迷
し
て
い
る
の
に
は
、
五

％
台
で
高
止
ま
り
の
失
業
率
、
財
政
赤
字
の
増
大
、
デ

フ
レ
な
ど
、
経
済
不
振
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
と

く
に
二
〇
〇
一
年
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
は
マ
イ
ナ
ス
二
・

二
％
と
、
経
済
当
局
が
統
計
を
取
り
始
め
た
一
九
五
二

年
以
来
の
最
低
を
記
録
し
た
。
ま
た
、
小
数
与
党
の
弱

体
政
権
ゆ
え
、
改
革
し
よ
う
と
し
て
も
既
得
権
益
者
の

抵
抗
に
直
面
し
て
挫
折
す
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
陳

総
統
が
訴
え
て
き
た
中
央
省
庁
の
統
廃
合
、
公
企
業
の

民
営
化
、
不
良
債
権
問
題
の
処
理
な
ど
の
諸
改
革
は
い

ず
れ
も
進
展
せ
ず
、
と
く
に
改
革
志
向
の
強
い
都
市
部

で
は
失
望
感
を
深
め
る
空
気
が
漂
っ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
陳
政
権
は
、 

対
中
経
済
関
係
で
は
小
三
通（
中

国
福
建
省
ア
モ
イ
、 

福
州
馬
尾
港
と
台
湾
の
金
門
、馬
祖

島
と
の
直
接
通
航
）、 

対
中
投
資
規
制
の
緩
和
、 

金
融

機
関
の
中
台
直
接
送
金
の
実
現
な
ど
で
柔
軟
な
姿
勢
を

み
せ
た
と
は
い
え
、 

台
湾
経
済
界
が
求
め
て
い
る
中
国

と
の
三
通（
直
接
通
商
、通
信
、通
航
）の
実
現
に
つ
い

て
、い
ま
だ
に
進
展
し
て
い
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。

　
陳
政
権
は
八
月
、
台
湾
と
中
国
間
の
航
空
機
直
行
便

の
開
設
問
題
で
、
安
全
保
障
を
考
慮
し
な
が
ら
次
期
総

統
選
挙
後
に
中
国
と
協
議
を
始
め
た
い
方
針
を
示
し
た

が
、「
二
国
論
」
に
端
を
発
し
て
一
九
九
九
年
よ
り
中

断
し
て
き
た
中
台
の
民
間
ト
ッ
プ
会
談
は
「
一
つ
の
中

国
」
を
め
ぐ
る
溝
が
深
く
、
再
開
の
メ
ド
は
立
た
な
い

現
状
で
あ
る
。
直
行
便
開
設
な
ど
を
め
ぐ
る
中
台
協
議

は
、
事
実
上
延
期
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
。

　
　
次
期
総
統
選
挙
の
展
望

　
次
期
総
統
選
で
再
選
を
目
指
す
陳
水
扁
総
統
に
と
っ

て
、
最
大
の
脅
威
は
最
大
野
党
の
国
民
党
と
第
二
野
党

の
親
民
党
と
の
共
闘
に
よ
る
挑
戦
で
あ
る
。
国
民
党
の

連
戦
主
席
と
親
民
党
の
宋
楚
瑜
主
席
は
今
年
の
四
月
、

民
進
党
か
ら
政
権
を
奪
回
す
る
た
め
、
統
一
候
補
の
擁

立
で
合
意
し
た
。
連
戦
総
統
候
補
と
宋
楚
瑜
副
総
統
候

補
の
「
連
・
宋
ペ
ア
」
は
前
回
の
総
統
選
挙
で
も
そ
れ

ぞ
れ
立
候
補
し
た
得
票
率
（
連
候
補
が
二
三
・
一
％
、

宋
候
補
が
三
六
・
八
％
）
の
合
計
は
陳
総
統
の
得
票
率

（
三
九
・
三
％
）
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。
ま
た
過

去
の
立
法
委
員
の
選
挙
を
分
析
す
る
と
、
民
進
党
の
基

礎
票
が
三
〇
〜
三
五
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
の
に
対

し
、
国
民
党
と
同
党
か
ら
分
裂
し
た
親
民
党
は
合
計
四

〇
〜
五
〇
％
を
占
め
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
統
計
を
み
る
限
り
、
陳
総
統
の
再
選
へ
の

道
は
険
し
い
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
実
際
、
次
期
総

統
選
挙
の
前
哨
戦
と
も
い
え
る
八
月
二
日
の
台
湾
東
部

の
花
蓮
県
で
行
わ
れ
た
県
長
選
出
の
地
方
選
挙
で
は
、

国
民
党
は
親
民
党
と
連
携
し
た
共
同
候
補
が
民
進
党
候

補
を
大
差
で
破
っ
た
。
陳
総
統
の
再
選
に
も
黄
信
号
が

と
も
っ
た
と
の
見
方
が
出
る
所
以
で
も
あ
る
。

　
国
民
党
も
親
民
党
も
中
国
が
提
示
し
た 

「
一
国
二
制

度
」 

に
直
接
は
賛
意
を
示
さ
な
い
が
、 「
一
つ
の
中
国
」

（
国
民
党
は 

「
一
つ
の
中
国
」 

の
解
釈
は
中
国
と
台
湾

双
方
が
各
自
表
述
す
る
と
い
う 

『
九
二
年
両
岸
コ
ン
セ

ン
サ
ス
』 

に
回
帰
し
、両
岸
政
治
交
渉
を
再
開
す
る
と
主

張
） 

を
容
認
す
る
野
党
候
補
は
、中
台
間
の
直
行
便
問
題

の
早
期
解
決
な
ど
、対
中
開
係
改
善
に
よ
る
台
湾
経
済

の
浮
上
を
狙
っ
て
、 

停
滞
気
味
の
経
済
現
状
を
打
破
す

る
方
針
を
打
ち
出
し
て
い
る
。 

と
く
に
連
戦
候
補
は
、

陳
総
統
の
経
済
政
策
の
失
敗
を
批
判
し
て
、（
１
）失
業

率
を
四
％
以
下
に
抑
え
る
、（
２
）経
済
成
長
率
を
五
％

以
上
に
す
る
、（
３
）六
年
以
内
に
財
政
を
均
衡
さ
せ
る

─
と
い
う「
４
５
６
公
約
」を
発
表
し
て
い
る
。

　
強
ま
る
台
湾
経
済
の
対
中
依
存
の
な
か
で
、
中
国
は

台
湾
経
済
を
取
り
込
ん
で
一
体
化
を
進
め
、
台
湾
当
局

に
統
一
政
策
へ
の
変
更
を
迫
る
狙
い
を
隠
さ
な
い
で
い

る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
多
数
の
住
民
は
中
台
関
係

の
現
状
維
持
を
支
持
し
て
お
り
、
台
湾
独
立
も
し
く
は

中
台
統
一
の
問
題
に
早
急
に
結
論
を
求
め
て
い
な
い
よ

う
だ
。
拮
抗
し
て
い
る
独
立
志
向
の
民
進
党
や
台
湾
団

結
聯
盟
と
統
一
志
向
の
国
民
党
や
親
民
党
の
二
大
政
治

勢
力
も
、
経
済
や
外
交
で
は
政
策
に
大
き
な
差
は
な
い

の
で
、
い
ず
れ
も
対
中
政
策
に
お
い
て
は
台
湾
住
民
の

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
確
認
し
な
が
ら
慎
重
に
進
め
て

い
る
。
民
進
党
政
権
が
、
台
湾
住
民
の
感
情
や
願
望
に

ど
こ
ま
で
応
え
ら
れ
る
か
が
、
総
統
選
挙
の
行
方
を
左

右
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

（
リ
ュ
ウ
ブ
ン
ホ
・
台
湾
問
題
専
門
家
）
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